
 

２月の保健だより 

 

2月4日は暦の上では立春を迎え、一般的にはこの時期は最も寒くなると言われていますが、

子どもたちは寒さに負けず元気いっぱいに園庭を駆け回っています。冷たい空気に触れることで

自律神経は鍛えられ、丈夫な体をつくってくれます。天気のいい日は外遊びをしましょう。 

感染症もまだまだ流行していますので、手洗い・うがいをしっかり行い予防に努めましょう。 

 

～保健行事～ 

０才児健診  ２月１７日（火）１４：３０～ 嘱託医 吉崎先生 

 

 

～2月20日は「アレルギーの日」～ 

2月20日はアレルギーを起こす原因となる免疫グロブリン（IｇE抗体）の発見が発表された日

です。アレルギーとは花粉や食べ物、ダニなどに対して過敏に反応することで免疫反応が関係す

るものをいいます。アレルギーの症状には、アナフィラキシーと呼ばれる重篤な状態が引き起こ

されることもあります。原因となる物質（花粉、食物、ダニ等）をアレルゲンと呼びます。 

 1980～1990年代頃には食物アレルギーは「食べ物を口から摂ることで起きる」と考えられてい 

ましたが、現在では湿疹やアトピー性皮膚炎などで皮膚バリアが低下し、タンパク質が皮膚から 

体内に入り込みやすくなり、 体はそれを「異物」と誤認し、アレルギー反応を起こしやすくなる 

とも言われています。日頃から保湿を心がけ、皮膚症状がある場合には早めに受診をするように 

しましょう。 

                   

 

 

「鼻アレルギー診療ガイドライン2024」によると、5歳から9歳の年齢層において、スギ花粉

症の有病率は30%、通年性アレルギー性鼻炎は20%に上ります。また2019年に行われた調査で

は、10代の若者のスギ花粉症有病率が約49%という非常に高い数値が報告されています 

・通年性アレルギー性鼻炎・・・ダニほこりが原因で一年を通して鼻炎症状を認める 

・季節性アレルギー性鼻炎・・・スギやヒノキなど原因となる花粉が飛散する時期にのみ 

鼻炎症状が現れる 

   治療としては抗ヒスタミン剤などの内服薬やステロイド点鼻液が用いられます。 

またアレルゲン物質を体に慣らしていく舌下免疫療法（スギ/ダニに対してのみ）も普及して

きています。 

 

たかさご保育園 
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アレルギー性鼻炎 

 

 



   対応方法として、床の掃除機がけをゆっくりおこなったり（一畳あたり30秒、週2 

回程度）、寝具の洗濯や掃除機がけ、ダニを通さないカバーがけなどをします。花粉の 

飛散が多い時期は、外遊びの後の衣服や髪をよく掃うこと、洗顔・うがい・鼻かみをす 

ることなどを心がけます。 

   アレルギー性鼻炎にはアレルギー性結膜炎や気管支喘息などを合併することも多い為、 

鼻炎以外の症状が見られていないか観察するようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 


